


























































































































































るが、たとえば天理図書館に所蔵されているような、研究者にすでによく知られている古写本ばかりが集められているわけでは必ずしもない。芦澤新二・美佐子ご夫妻は伊勢物語 深い愛情を持ち、収集された写本や版本の一点一点を我が子のように慈しんで大切にされたが、それらの収集はあくまでも限られ 財力 中でなされており、またお二人はけっして専門の研究者 はなかっ 。そこに、鉄心斎文庫の伊勢物語コレクションの特徴が り、それこそが、このコレクションのかけがえのない




物語の享受の歴史であり、 れが形作ってきた「文化史」である。今回のシンポジウムは、そこに焦点を当てて、さまざまな伊勢物語享受のありさま、伊勢物語の「文化史」の姿 追求、発掘する試みであった。その内容は、注釈書、絵入り本 屏風から書写活動まで、多岐にわた ており、伊勢物語享受の豊かさと多様さを示すものとなってい 。
 
 
四人のパネリストが鉄心斎文庫の沃野をどのように掘り下げ、その結
果どのような鉱脈が姿を現しているか。以下、当日の報告をもとにまとめられたそれぞれ 論考によって確認していただきたい。
 
 
なお、この基幹研究の成果の一部として、
 
ブックレット〈書物をひ
らく〉
15『伊勢物語
 
流転と変転―鉄心斎文庫本が語るもの―』 （山本
登朗、平凡社）が二〇一八年八月に刊行されている。
 
